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航 空 自 衛 隊 仕 様 書 
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種  類 

内 容 に よ る 分 類 装 備 品 等 仕 様 書 

性 質 に よ る 分 類 個  別  仕  様  書 

物品番号 ２３２０－２８４－１７３４－５ 仕  様  書  番  号 

品 名 
 

又  は 
 

件 名 

 
 
 
 

特大型ダンプ 

ＣＰＳ－Ｖ２３２０９－３ 

長官承認 令和  年  月  日 

作  成 平成１９年１０月２４日 

 
 

 

 
改  正 

 

令和 ２年１１月２６日 

令和 ４年１２月２０日 

 作成部隊等名 補 給 本 部 

 

1  総則 

1.1  適用範囲 

この仕様書は，航空自衛隊において土砂などの運搬，資材の輸送などに使用するキャブ

オーバ型総輪駆動の大型ダンプについて規定する。 

1.2  用語の定義 

この仕様書で用いる用語の定義は，次によるほか，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の1.2 ，Ｃ＆ＬＰＳ－

Ｖ００００８の 1.2 及びＣ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 1.2 による。 

1.2.1 

最大積載状態 

空車状態のダンプに操縦手１名（８０ ｋｇ），助手２名（８０ ｋｇ×２）及び最大積

載質量９ ０００ ｋｇの荷物を均等に積載した状態。 

1.3  引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書

の一部をなすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

なお，引用文書に定める内容がこの仕様書に定める内容と相違する場合は，c)を除き，

この仕様書に定める内容が優先する。  

a) 規格 

ＪＩＳ Ａ ８４２２－３   土工機械－ダンプトラック－第３部：性能試験方法 

ＮＤＳ Ｚ ８２０１    標準色 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｄ ６０１３    ７ｔトラック 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８ 車両等共通仕様書 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７ 調達品等一般共通仕様書 
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品  名 特大型ダンプ 

 

c) 法令等 

自衛隊の使用する自動車に関する訓令（昭和４５年防衛庁訓令第１号） 

道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号） 

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号） 

環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成１３年環境省告示第１１号） 

消防法（昭和２３年法律第１８６号） 

2  製品に関する要求 

2.1  一般的要求 

一般的要求は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.1 によるほか，自衛隊の使用する自動車に関す

る訓令に適合するものとする。 

なお，国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく，環境物品等の調達の推

進に関する基本方針は，適用しない。 

2.2  構成 

構成は，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.3 によるほか，ダンプ装置を備える。 

2.3  材料・部品・加工方法 

材料，部品及び加工方法は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.2 による。 

2.4  構造・形状・寸法・質量 

2.4.1  構造 

構造は，次によるほか，規定のない事項については製造会社仕様とし，細部は承認図面

による。 

a) 機関，動力伝達装置，走行装置，ブレーキ装置，懸架装置，かじ取り装置，フレーム

及び操縦室は，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 a)～g)による。 

b) 荷台は，次による。 

1) 荷台は，鋼製の一方開きで自動開閉装置付きとする。 

2) 床板は，厚さ６ ｍｍ平鋼板とし，荷台前部右側に水抜き穴１ＥＡを設ける。 

c) 灯火類は，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 i) によるほか，作業灯（２４ Ｖ ４０ 

Ｗ）１ＥＡとする。 

d) ダンプ装置は，次による。 

1) 油圧式リヤダンプとする。 

2) 機構は，リンク併用単筒式とする。 

3) 操作は，操縦室で行える構造とする。 

e) 附属装置等は，次に示す項目を除き，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 k) を基準とす

る。 

なお，調達要領指定書によって指定する場合を除く。 

1) ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 k) 1) の予備タイヤの取付具は，操縦室と荷台の間

に取り付ける。 
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2) ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 k) 2) の燃料携行缶の取付具は，操縦室と荷台の間

に取り付ける。 

3) ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 k) 4) の洋形おの，ショベル及びバチツルハシの取

付具は，荷台前部に取り付ける。 

4) ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 k) 8) の施錠ができるタイヤチェーン収納箱は，操

縦室と荷台の間に取り付ける。 

なお，構造は，取り外し可能な二重構造でもよい。 

5) ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.5.1 k)10) の施錠ができる附属品（消火器，非常信号灯

及び及びタイヤを除く。），携行工具及び予備部品の収納箱は，フレーム左側に取

り付ける。 

6) ダンプ警報ブザーを，操縦室内に取り付ける。 

7) 荷台下降支え用の安全棒を，取り付ける。 

8) 作業灯を，前あおりの右上部に取り付ける。 

9) けん引及び回収等に使用するフックを，フレーム前部及び後部の左右それぞれに取

り付ける。 

10) 車輪止めの取付具を，荷台の下部に取り付ける。 

11) ダンプシート取付具のフックを，荷台外側の前面，後面，右側下部及び左側下部に 

取り付ける。 

2.4.2  形状・寸法 

形状及び寸法は，付図１を基準とするほか，細部は承認図面による。 

2.4.3  質量 

質量は，表１とするほか，細部は承認図面による。 

 

表１－質量 

                        単位 ｋｇ 

区  分 質量 

空車状態の質量 最大 １３ ０００ 

標準積載状態の質量 最大 ２０ ０００ 

最大積載状態の質量 最大 ２２ ０００ 

 

2.5  外観・性能・機能 

2.5.1  外観 外観は，次による。 

a) きず，割れ，まくれ，その他の有害な欠陥があってはならない。 

b) 各部の塗装及びめっきにむらがあってはならない。 

c) 塗装は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.3 及びＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.7 による。 

なお，細部は，承認図面及び色見本による。 

品  名 特大型ダンプ 
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2.5.2  性能・機能 

性能及び機能は，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の 2.6.2及び表２による。 

 

表２－ダンプ装置の性能・機能 

項 目 規  定 

車

両

性

能 

最大安定傾斜角 
右側及び左側に３６度未満の傾きで転覆しては

ならない。 

ダ

ン

プ

性

能 

最大上昇角 空車状態で表４の試験方法によって試験したと

き，５０度±２度とする。 

上昇時間 表４の試験方法によって試験したとき，空車状

態で２０秒以内，最大積載状態で１６秒以内と

する。 

下降時間 空車状態で表４の試験方法によって試験したと

き，２０秒以内とする。 

漏れ 最大積載状態で表４の試験方法によって試験し

たとき，上昇角度１０度の位置における荷台の

下降量が１０ ｍｍ以内とする。 

不整地性能 最大積載状態で表４に示す試験方法によって試

験したとき，ねじれは表３によるほか，ダンプ

各部に異常があってはならない。 

 

表３－ねじれ 

区  分 
ねじれ 

変位（ｍｍ） ねじれ角（ｒａｄ） 

シャシフレーム ８０ 以内 ０．０９ 以内 

荷台 ９５ 以内 ０．０５ 以内 

 

2.6  製品の表示 

製品の表示は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.4 によるほか，細部は，承認図面によ

る。 

なお，自動車番号標は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.4.4 の表２の“車両法適用除

外指定の車両”とする。 

 

品  名 特大型ダンプ 
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3  監督・検査 

監督及び検査は，契約担当官の定める監督及び検査実施要領のほか，表４及びＤＳＰ Ｄ 

６０１３の付表１による。 

表４－ダンプ装置の試験方法及び判定基準 

 

4  出荷条件 

出荷条件は，商慣習による。 

5  その他の指示 

5.1  提出書類等 

提出書類等は，次による。 

a) 類別原資料は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.1 による。 

b) 取扱説明書等は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.2 による。 

c) 車両法適用除外指定申出書関連書類は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.3 による。 

d) 完成写真等は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.5 による。 

e) 車両等主要諸元資料は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.6 による。 

5.2  自動車検査証・車歴簿 

自動車検査証及び車歴簿は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.3 及び 5.5 による。 

5.3  附属品・携行工具・予備部品 

附属品，携行工具及び予備部品は，次による。 

品  名 特大型ダンプ 

項目 試験方法 判定基準 

最大上昇角試験 

ＪＩＳ Ａ ８４２２－３による。 

ただし，測定は左右片側だけとし，測定

回数は２回とする。 

2.5.2によ

る。 

上昇時間試験 
空車状態 ＪＩＳ Ａ ８４２２－３による。 

ただし，測定回数は２回とする。 最大積載状態 a) 

下降時間試験 

漏れ試験 

ＪＩＳ Ａ ８４２２－３による。 

なお，試験時のポンプ回転数は，１ ０

００rpm/min-1±２０rpm/min-1とする。 

不整地性能試験 a) 

ＪＩＳ Ａ ８４２２－３のねじり試験に

よる。 

ただし，右後車輪の持ち上げ量は，後車

輪輪距の１／１０とする。 

注 a) 同一名称及び同一型式として，官側の完成検査を合格している場合は，省略して

もよい。 
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a) 附属品 附属品は，表５による。 

表５－附属品 

 

品  名 
数量及 

び単位 
規  定 

非常信号灯 １ＥＡ 道路運送車両法の保安基準適合品，乾電池式，

懐中電灯兼用式 

消火器 １ＥＡ 粉末消火器ＡＢＣ・１．８ ｋｇ・自動車用

（消防法及び国等による環境物品等の調達の推

進等に関する法律第６条及び第７条の規格の適

合品，リサイクルシール付） 

ホース １ＥＡ 空気用，ストッパ（固定）機能付き，８ｍ，タ

イヤバルブエクステンションを含む。 

ダンプシート １ＥＡ 帆布，ＮＤＳ Ｚ ８２０１の色番号２３１４ 

ＯＤ色を基準とする。 

車輪止め １組 長さ１ ５００ ｍｍ，ロープ付，２ＥＡ 

テールゲートチェーン  １組 長さ１ ０００ ｍｍ，シャックル付，２本 

予備タイヤ １ＥＡ ホイール付 

始動用キー ２ＥＡ 
― 

 

b) 携行工具 携行工具は，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の表６による。 

c) 予備部品 予備部品は，ＤＳＰ Ｄ ６０１３の表８による。 

5.4  承認用図面・色見本 

承認用図面及び色見本は，次による。 

a) 承認用図面 契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 により，次の承認 

用図面を作成の上，提出し，承認を受けなければならない。 

1) 外形図（寸法及び質量を含む。） 

2) 塗装配置図 

3) 航空自衛隊標識図 

4) 銘板図 

5) その他必要な図面 

 

品  名 特大型ダンプ 
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b) 色見本 契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 により，車体外部の塗

料の色について，色見本を作成の上，提出し，承認を受けなければならない。 

   なお，色見本の細部については，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.3.4 による。 

5.5  装備品等不具合報告（ＵＲ）対策 

装備品等不具合報告（ＵＲ）対策は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.4 による。 

5.6  技術変更提案（ＥＣＰ） 

技術変更提案（ＥＣＰ）は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.7 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品  名 特大型ダンプ 
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単位 mm 

 

 

付図１－特大型ダンプの形状及び寸法           


